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2 Bp- 8　　　　婦人用上半身原型製図法の変遷

　　　　　　　一明治～昭和20年の書籍にみる一

　　　　　　　文化女大家政　○藤田恵子　三吉満智子

［目的］日木ではドローイングによる婦人川上半身原型は様々な製図法で教授されている。

胸度式割り出し法や短寸式製図法等、製図方法の種類も多く、これまでに製図方法や着用

官能検査による研究がなされている。和裁から洋裁への移行期に男子服や子供服に比べ一

般的洋装化の遅かった婦人服の婦人用上半身原型が、どの様に一般の人に教授されてきた

のか調べるために、明治時代から昭和20年までの閻に出版さ邨だ裁縫関係の書籍を調査し

[方法]対象は、明治時代から昭和20年までの閻に出版された「裁縫｣｢洋裁｣｢洋服｣｢婦人

服｣｢子供服｣｢裁断｣などのキーワードをタイトルにした書籍と、｢原型｣｢元型｣「割り出しJ

「寸法｣「製図｣等の記述のある書籍から婦人用・子供用上半身原型の製図方法を調査した。

　[結果]子供用上半身原型の方が婦人用より早く明治末期に既に記述されている。昭和初

期には婦人用と子供用の兼用の例がみられる。製図法には計測項目の胸囲と背丈を用いて

描く胸度式と、計測項目の3～5項目で描く短寸式に近いものとがほぼ同数の記述がなされ

ている。また、現在ではほとんどみられない前中心線上半分を傾斜させて胸ぐせ処理をし

た原型が昭和20年頃までかなり多くみられる。大正時代までは背丈の意昧が一定しておら

ず後身頃の類側点に相当する位置から下に測られているものが多い。後襟ぐりの深さはほ

とんどがそれぞれ独自の定寸法を用いており、製図上では割り出しによるものは少ない;

この時期には一般の読者にできるだけ描きやすい製図の工夫をしているのが読み取れる。

2Bp－9 和服寸法に関する研究一身幅寸法について－

Ｏ川上公代　　松本知映

　　（神戸女大　　神戸女大・大学院　　）

　目的　肥満体の女性に適した和服の身幅寸法（後幅・前幅・おくみ幅等）は。どのよ

うに設定すればよいのかを知る目的で実験を行った。　　　　　　　ｙ

　方法　従来から用いられている寸法で製作した和服と、着用者の体型にあった新しく

考案した寸法で製作した和服を用いて、着用実験を行った。そしてブラッドレーの方法

により着心地を調べた。また両者について着くずれについても実験を行った。

　結果　肥満体の人には、次のような割り出し方で身幅寸法を設定するのがよい。

１、先ず打ちあわせ分も含めた総身幅寸法①を腰囲十腰囲÷２と設定する。（したがっ

て半身幅寸法②は、①÷2）

２、後幅③は、腰骨の位置が脇より5～6 cm前寄りにあると考え腰囲÷４十（5～600）

3、前幅とおくみ幅は、②－③の寸法を黄金分割比により該当させる。

４、おくみ幅④は、（②－③）÷2.6 3となる。

5、前幅は、④x 1 . 6 3である。
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